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の
為
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
も
果
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
華
林
園
は
六
朝
時
代
の
仏
教
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
、
見
過
ご
す
こ
と
の
出
来
な
い
重
要
な
施
設
で
あ
り
、
更
に
研
究
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
註
①
華
林
園
に
つ
い
て
は
、
村
上
嘉
実
「
六
朝
の
庭
園
」
(『
六
朝
思
想
史
研
究
』
所
収
)
の
中
に
詳
細
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
華
林
園
を
単
な
る
庭
園
と
し
て
取
り
上
げ
た
も
の
で
あ
り
、
華
林
園
が
仏
教
受
容
に
果
し
た
役
割
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
②
宮
室
を
造
営
し
よ
う
と
す
る
明
帝
に
対
し
て
、
王
朗
が
上
疏
し
た
文
の
中
で
、
華
林
(
園
)
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。
今
当
建
始
之
前
足
〆
用
レ
列
二
朝
会
{
崇
華
之
後
足
レ
用
γ序
二内
官
納
華
林
天
渕
足
γ
用
γ
展
二
游
宴
一、
…
…
(
『
魏
志
』
巻
=
二
王
朗
伝
)
ま
た
『
文
選
』
巻
二
〇
「
晋
武
帝
華
林
園
集
詩
一
首
」
の
李
善
の
注
に
『
洛
陽
図
経
』
を
引
用
し
、
華
林
園
在
二
城
内
東
北
隅
哨
魏
明
帝
起
二名
芳
林
園
一斉
王
芳
改
為
二
華
林
哨
と
あ
る
。
こ
れ
が
最
も
妥
当
な
考
察
で
あ
ろ
う
。
③
『
晋
書
』
巻
五
九
趙
王
倫
伝
、
倫
又
矯
詔
開
γ
門
夜
入
、
陳
二
兵
道
南
{
遺
翊
軍
校
尉
斉
王
冏
、
将
二
三
部
司
馬
百
人
ハ
排
レ
閤
而
入
、
華
林
令
二
駱
休
一為
二
内
応
↓
迎
二
帝
幸
二
東
堂
納
遂
廃
二賈
后
一為
二
庶
人
肉
幽
二
之
于
建
始
殿
↓
…
…
恵
帝
乗
二
雲
母
車
↓
鹵
簿
数
百
人
、
自
二華
林
西
門
一出
、
居
二
金
塘
城
↓
…
…
倫
乃
僣
即
二
帝
位
↓
…
…
倫
請
二
宗
室
一会
二於
華
林
園
噛
『
魏
書
』
巻
一
三
宣
武
霊
皇
后
太
后
与
二
粛
宗
一幸
二
華
林
園
哨
宴
二群
臣
于
都
亭
曲
水
朔
④
清
の
趙
翼
は
『
咳
餘
叢
考
』
の
中
で
次
の
よ
う
に
云
う
。
其
始
本
自
三
洛
陽
有
二
華
林
園
↓
因
而
晋
南
渡
後
以
二
呉
旧
苑
一彷
7
之
、
於
γ
是
有
二
建
康
之
華
林
↓
更
に
趙
翼
は
、
石
虎
が
洛
陽
の
規
制
に
倣
っ
て
鄰
都
に
も
華
林
園
を
造
っ
た
と
云
う
。
⑤
『
宋
書
』
前
廃
帝
紀
、
戊
午
夜
、
帝
於
二
華
林
園
竹
林
堂
一射
γ鬼
、
時
巫
覡
云
此
堂
有
γ
鬼
、
故
帝
自
射
レ
之
、
『
宋
書
』
巻
六
三
殷
景
仁
伝
、
其
夜
、
上
出
二
華
林
園
延
賢
堂
一召
二景
仁
ハ
⑥
『
広
弘
明
集
』
巻
一
九
の
陸
雲
「
御
講
波
若
経
序
」
(
大
正
蔵
巻
五
二
・
二
三
五
・
b
～
二
三
六
・
b
)
の
中
で
華
林
園
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
云
う
。
華
林
園
者
、
蓋
江
左
以
来
、
後
庭
遊
宴
之
所
也
、
自
レ
晋
迄
レ
斉
、
年
将
二
百
、
世
属
威
夷
、
主
多
奢
僣
、
舞
堂
鍾
肆
、
等
二
阿
房
之
旧
基
哨
酒
池
肉
林
、
同
二
朝
歌
之
故
所
嚇
自
二
至
人
(梁
武
帝
)
御
宇
嚇
屏
二棄
色
声
一…
…
身
心
安
楽
、
寔
符
二
歓
喜
之
園
↓
⑦
大
正
蔵
巻
五
〇
・
四
六
四
・
c
。
⑧
大
正
蔵
巻
五
〇
・
四
六
二
・
b
～
c
。
⑨
大
正
蔵
巻
五
〇
・
三
四
九
・
c
。
⑩
『
梁
書
』
武
帝
本
紀
の
大
通
元
年
の
条
に
「
三
月
辛
未
、
輿
駕
幸
二
同
泰
寺
一捨
身
」
と
あ
り
、
同
様
の
記
事
が
『
梁
書
』
の
中
に
頻
繁
に
見
ら
れ
る
。
ま
た
同
泰
寺
に
於
け
る
講
経
の
記
事
も
多
い
。
⑪
朱
便
『
金
陵
古
跡
図
考
』
参
照
。
⑫
大
正
蔵
巻
五
〇
・
四
二
六
・
c
。
⑬
拙
稿
「
梁
代
仏
教
に
お
け
る
釈
宝
唱
の
役
割
」
(
『
浄
土
宗
学
研
究
』
第
一
四
号
所
収
)
の
中
で
、
宝
唱
の
『
衆
経
目
録
』
に
つ
い
て
詳
述
し
て
い
る
。
中
国
に
於
け
る
仏
教
の
受
容
ー
支
謙
と
康
僧
会
1
稲
岡
誓
純
中
国
仏
教
史
上
い
た
っ
て
初
期
で
あ
る
三
国
時
代
の
呉
を
代
表
す
る
仏
教
者
と
し
て
、
支
謙
と
康
僧
会
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
小
論
に
お
い
て
は
、
こ
の
両
者
を
総
合
的
に
比
較
し
な
が
ら
、
特
に
中
国
に
於
け
る
仏
教
の
受
容
の
上
か
ら
の
位
置
づ
け
る
試
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
支
謙
の
伝
記
は
、
梁
の
僧
祐
撰
の
『
出
三
蔵
記
集
』
巻
第
三
に
支
謙
伝
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
同
書
巻
第
六
道
安
伝
、
巻
第
七
支
敏
度
伝
、
そ
の
ほ
か
梁
の
慧
皎
撰
の
『
高
僧
伝
』
巻
第
一
康
僧
会
伝
な
ど
に
も
付
記
さ
れ
て
い
る
。
康
僧
会
の
伝
記
は
、
『
出
三
蔵
記
集
』
巻
第
十
三
の
康
僧
会
伝
、
『
高
僧
伝
』
巻
第
一
の
康
僧
会
伝
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
『
釈
氏
六
帖
』
巻
第
六
、
『
六
学
僧
伝
』
巻
第
二
、
『
仏
祖
綱
目
』
巻
第
二
十
三
、
『
高
僧
摘
要
』
巻
第
四
な
ど
に
も
所
収
さ
れ
て
い
る
。
(
一
)
出
生
『
出
三
蔵
記
集
』
巻
第
十
三
に
支
謙
。
字
恭
明
、
一
名
越
。
大
月
氏
人
也
。
祖
父
法
度
、
以
漢
霊
帝
世
、
率
国
人
数
百
帰
化
。
0
拝
率
善
中
郎
将
。
と
、
支
謙
は
字
は
恭
明
ま
た
支
越
と
も
い
い
、
大
月
氏
系
の
帰
化
人
で
洛
陽
生
ま
れ
で
あ
る
。
　　
康
僧
会
は
同
書
巻
第
十
三
に
、
②
康
僧
会
。
其
先
康
居
人
。
世
居
天
竺
、
其
父
因
商
売
移
于
交
趾
。
と
あ
る
よ
う
に
、
彼
は
康
居
系
の
帰
化
人
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
大
月
氏
系
の
洛
陽
生
ま
れ
と
、
康
居
系
の
交
趾
生
ま
れ
と
の
差
は
あ
る
が
、
両
者
と
も
帰
化
人
で
あ
る
。
(
二
)
仏
教
入
門
『
出
三
蔵
記
集
』
巻
第
八
の
支
敏
度
の
「
合
維
摩
詰
経
序
」
に
、
③
在
昔
漢
興
始
流
茲
土
。
于
時
有
優
婆
塞
支
恭
明
。
と
伝
え
て
い
る
よ
う
に
、
支
謙
は
優
婆
塞
す
な
わ
ち
在
家
の
仏
教
信
者
な
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
彼
が
中
国
仏
教
史
上
、
偉
大
な
業
績
を
残
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『高
僧
伝
』
等
に
彼
の
伝
記
が
収
録
さ
れ
て
い
な
い
根
本
的
な
理
由
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
④
十
歳
学
書
。
同
時
学
者
、
皆
伏
其
聡
敏
。
十
三
学
胡
書
。
備
通
六
国
語
。
と
『
出
三
蔵
記
集
』
巻
第
十
三
に
あ
る
よ
う
に
、
支
謙
は
幼
少
時
代
よ
り
中
国
的
な
教
養
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
胡
語
な
ど
六
ケ
国
語
に
ま
で
通
じ
た
と
い
う
こ
と
は
、
や
が
て
の
仏
典
翻
訳
者
と
し
て
の
素
地
を
充
分
に
養
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
同
書
に
、
初
桓
霊
世
。
支
謙
訳
出
法
典
。
有
支
亮
紀
明
資
学
於
讖
。
謙
又
受
業
於
亮
。
…
…
其
本
奉
大
法
O
精
練
経
旨
。
と
あ
る
よ
う
に
、
支
謙
は
大
乗
仏
教
系
の
支
婁
迦
讖
-
支
亮
と
い
う
学
系
を
汲
ん
だ
研
究
者
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
彼
は
大
法
(仏
教
)
を
奉
ず
る
心
、
す
な
わ
ち
奉
仏
心
の
厚
い
仏
典
の
研
究
者
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方
康
僧
会
は
、
会
年
十
余
歳
、
二
親
並
亡
。
以
至
性
聞
、
既
而
出
家
。
礪
行
甚
峻
、
為
人
弘
雅
有
識
量
篤
志
好
⑥
学
明
練
三
蔵
。
博
覧
六
典
、
天
文
図
緯
、
多
所
貫
渉
弁
於
枢
機
頗
属
文
翰
。
と
、
康
僧
会
は
不
幸
に
も
十
余
歳
で
両
親
と
死
別
し
た
の
で
、
す
で
に
そ
の
地
方
に
流
伝
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
仏
教
に
身
を
投
じ
、
出
家
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
の
僧
と
し
て
の
人
格
は
、
仏
教
の
行
と
学
と
に
熱
心
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
当
時
の
知
識
階
級
的
な
教
養
、
さ
ら
に
予
言
者
的
・
呪
術
師
的
な
tiIQ$
が
流
布
し
て
い
る
建
業
に
仏
教
宣
布
の
た
め
に
入
る
に
適
し
た
素
養
を
備
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
続
い
て
、
宿
祚
未
没
、
会
見
南
陽
韓
林
穎
川
皮
業
会
稽
陳
慧
。
此
三
賢
者
、
信
道
篤
密
執
徳
弘
正
。
烝
烝
進
進
志
道
不
倦
、
余
之
従
請
。
問
規
同
矩
。
合
義
無
乖
。
異
陳
慧
注
義
余
助
斟
酌
非
師
不
伝
不
敢
0
自
由
也
。
と
、
彼
は
南
陽
(
河
南
省
)
の
韓
林
・
穎
川
(
河
南
省
許
昌
地
方
)
の
皮
業
・
会
稽
(
浙
江
省
)
の
陳
慧
の
三
賢
人
に
教
え
を
う
け
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
特
に
陳
慧
の
説
に
よ
っ
て
安
世
高
訳
の
『
安
般
守
意
経
』
の
序
を
著
し
た
の
で
あ
る
。
(
三
)
仏
教
宣
布
活
動
(
呉
朝
と
の
関
係
)
『
出
三
蔵
記
集
』
巻
第
十
三
に
後
呉
主
孫
権
、
聞
其
博
学
有
才
慧
、
即
召
見
之
。
因
問
経
中
深
隠
之
義
、
応
機
釈
難
、
無
疑
不
⑧
析
。
権
大
悦
、
拝
為
博
士
、
使
輔
導
東
宮
、
甚
加
寵
秩
。
と
、
呉
主
孫
権
自
身
が
必
ず
し
も
奉
仏
に
対
し
て
共
感
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
は
思
わ
れ
な
い
が
、
支
婁
迦
讖
f
支
亮
-
支
謙
と
い
う
流
れ
の
仏
教
が
、
呉
主
の
庇
護
を
蒙
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
彼
が
献
帝
(
一
九
〇
ー
二
二
〇
在
位
)
の
末
年
に
、
二
十
数
歳
と
い
う
若
さ
で
中
原
の
戦
乱
を
避
け
て
、
郷
人
数
十
人
を
率
い
て
南
下
し
呉
都
建
業
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
孫
権
は
孫
策
の
後
を
継
承
し
江
南
を
支
配
し
、
北
の
魏
(
曹
氏
)
と
揚
子
江
上
流
の
蜀
(
劉
氏
)
と
勢
力
を
争
っ
て
い
た
ま
さ
し
く
三
国
時
代
の
と
き
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
洛
陽
か
ら
博
学
多
識
で
中
国
語
の
ほ
か
胡
語
ま
で
話
す
こ
と
が
で
き
る
支
謙
が
来
た
こ
と
は
、
対
立
勢
力
の
魏
国
の
状
勢
を
問
う
う
え
に
最
適
の
人
物
で
あ
る
か
ら
、
若
い
な
が
ら
呉
主
孫
権
に
認
め
ら
れ
、
博
士
に
任
ぜ
ら
れ
太
子
を
補
導
す
る
任
を
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
呉
都
建
業
で
黄
武
元
(
二
二
二
)
年
よ
り
建
興
年
間
(
二
五
二
ー
二
五
三
)
に
至
る
約
三
十
年
間
、
仏
典
の
翻
訳
活
動
、
仏
教
の
宣
布
活
動
を
行
な
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
康
僧
会
は
、
『
高
僧
伝
』
巻
第
一
に
以
呉
赤
鳥
十
年
、
初
達
建
鄰
。
営
立
茅
茨
設
像
行
道
。
時
呉
国
以
初
見
沙
門
、
覩
形
未
及
其
⑨
道
、
疑
為
矯
異
。
有
司
奏
日
、
有
胡
人
入
境
、
自
称
沙
門
、
容
服
非
恒
、
事
応
検
察
。
と
あ
る
よ
う
に
、
康
僧
会
は
呉
の
赤
鳥
十
(
二
四
七
)
年
に
呉
の
都
建
業
に
至
り
、
茅
茨
を
造
立
し
て
像
を
設
け
仏
道
を
行
じ
た
の
で
あ
る
が
、
建
業
の
人
々
は
初
め
て
沙
門
を
見
た
が
、
形
だ
け
を
覩
る
だ
け
で
仏
道
に
ま
で
及
ん
で
い
な
い
の
で
な
い
か
と
疑
い
ば
か
り
で
矯
異
で
あ
る
と
し
た
。
ま
た
か
か
り
の
役
人
は
胡
人
の
境
遇
に
入
り
、
自
ら
沙
門
と
称
し
、
そ
の
服
装
が
恒
で
な
い
の
で
、
ま
さ
に
検
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
ま
で
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
呉
の
初
め
に
洛
陽
か
ら
南
下
し
て
呉
王
朝
と
深
い
関
係
を
も
っ
て
活
躍
し
た
支
謙
は
奉
仏
者
で
あ
り
、
訳
経
に
力
を
注
い
だ
と
雖
も
優
婆
塞
で
あ
り
、
寺
廟
に
住
む
僧
で
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
建
業
に
お
い
て
支
謙
が
活
躍
し
て
い
た
後
期
に
、
建
業
に
来
た
康
僧
会
は
戒
律
を
守
る
出
家
修
道
者
で
あ
り
、
在
家
の
人
々
か
ら
離
れ
て
修
道
す
る
道
場
、
つ
ま
り
仏
寺
が
必
要
な
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
呉
の
都
建
業
に
お
け
る
最
初
の
仏
寺
建
設
の
開
祖
と
な
り
、
国
家
や
官
吏
に
依
存
し
た
も
の
で
な
く
、
一
般
の
人
々
と
の
ふ
れ
あ
い
か
ら
生
じ
る
仏
教
宣
布
活
動
が
見
ら
れ
る
19
の
で
あ
る
。
(
四
)
訳
経
経
典
最
後
に
両
者
の
業
績
の
最
も
た
る
仏
典
の
翻
訳
活
動
の
う
ち
、
仏
教
の
受
容
の
立
場
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
翻
訳
経
典
の
う
ち
一
経
典
つ
つ
を
み
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
訳
経
数
の
多
い
支
謙
の
も
の
の
う
ち
『
太
子
瑞
応
本
起
経
』
に
注
目
す
る
。
こ
の
『
太
子
瑞
応
本
起
経
』
は
康
孟
祥
の
出
し
た
も
の
と
や
や
異
り
、
陳
郡
の
謝
鏘
、
呉
郡
の
張
洗
等
が
筆
受
し
、
魏
の
東
阿
王
植
が
詳
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
経
は
仏
教
が
中
国
に
伝
来
し
受
容
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
最
も
効
果
が
あ
り
、
影
響
の
大
き
か
っ
た
翻
経
典
で
、
後
漢
の
建
安
二
(
一
九
七
)
年
に
竺
大
力
と
康
孟
祥
の
共
訳
の
『
修
行
本
起
経
』
の
同
本
異
訳
の
釈
尊
伝
で
あ
る
。
こ
の
他
、
『
弘
明
集
』
巻
第
一
の
「
牟
子
理
惑
論
」
、
西
晋
の
竺
法
護
訳
の
『
普
曜
経
』
、
西
晋
の
耳
道
真
訳
の
『
異
出
菩
薩
本
起
経
』
、
劉
宋
の
求
那
跋
陀
羅
訳
の
『
過
去
現
在
因
果
経
』
、
劉
宋
の
宝
雲
訳
の
『
仏
本
行
経
』
等
の
仏
伝
類
が
支
謙
の
時
代
前
後
に
数
多
く
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
支
謙
の
よ
う
な
人
物
、
す
な
わ
ち
中
国
語
は
も
ち
ろ
ん
胡
語
に
ま
で
通
じ
、
呉
王
朝
と
密
接
な
関
係
を
も
っ
た
仏
教
者
が
釈
尊
伝
を
改
変
し
た
こ
と
は
ま
こ
と
に
大
き
な
意
義
が
認
め
ら
れ
る
。
『
般
若
経
』
の
よ
う
に
哲
学
的
・
教
理
的
に
深
い
仏
典
と
は
異
り
、
仏
教
教
理
を
深
く
理
解
で
き
な
い
一
般
の
人
人
に
と
っ
て
、
仏
教
の
始
祖
で
あ
る
釈
尊
に
つ
い
て
は
最
も
関
心
の
深
い
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
伝
記
と
な
れ
ば
知
識
の
必
要
性
も
あ
ま
り
な
く
、
聞
い
て
伝
え
る
域
で
充
分
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
康
僧
会
の
訳
経
の
主
と
思
わ
れ
る
『
六
度
集
経
』
に
つ
い
て
も
、
ま
た
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。
本
経
は
仏
教
説
話
で
あ
る
ジ
ャ
ー
タ
カ
す
な
わ
ち
前
生
話
で
あ
る
。
総
計
九
十
一
の
ジ
ャ
ー
タ
カ
が
六
度
(
六
波
羅
密
)
の
布
施
・
持
戒
・
忍
辱
・
精
進
・
禅
定
・
智
慧
の
各
々
に
配
当
し
集
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
『
六
度
集
経
』
と
い
わ
れ
、
巻
第
一
の
「
普
施
商
主
本
生
」
は
劉
宋
の
求
那
跋
陀
羅
訳
『
大
意
経
』
巻
第
二
の
『
須
大
拏
経
』
は
西
晋
の
聖
堅
訳
『
太
子
須
大
挈
経
』
、
巻
第
四
の
『
太
子
墓
魄
経
』
は
安
世
高
訳
『
太
子
墓
魄
経
』
、
西
晋
の
竺
法
護
訳
『
太
子
墓
魄
経
』
、
巻
五
の
「
談
道
士
本
生
」
は
西
晋
失
訳
『
菩
薩
談
子
経
』
、
西
晋
の
聖
堅
訳
『
談
子
経
』
、
巻
第
六
の
「
修
凡
鹿
王
本
生
」
は
呉
の
支
謙
訳
の
『
九
色
鹿
経
』
に
各
々
相
当
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
釈
尊
の
前
生
話
は
、
先
に
述
べ
た
釈
尊
伝
と
同
様
で
、
康
僧
会
も
そ
の
任
を
に
な
っ
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。以
上
、
支
謙
と
康
僧
会
は
両
者
と
も
帰
化
人
で
呉
都
建
業
で
訳
経
活
動
、
仏
教
宣
布
活
動
を
行
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
北
よ
り
南
し
、
優
婆
塞
と
し
て
呉
朝
の
庇
護
を
蒙
っ
た
支
謙
と
、
南
か
ら
北
し
、
沙
門
と
し
て
呉
朝
よ
り
警
戒
の
目
で
に
ら
ま
れ
た
康
僧
会
と
は
、
そ
の
手
段
方
法
は
ま
っ
た
く
対
照
的
で
あ
る
。
し
か
し
呉
を
代
表
す
る
両
者
に
つ
い
て
、
今
後
そ
の
訳
経
面
か
ら
中
国
に
於
け
る
仏
教
の
受
容
を
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
註
①
『
出
三
蔵
記
集
』
巻
第
十
三
支
謙
伝
(
大
正
五
五
・
九
七
b
～
c
)
②③④0⑥0⑧⑨
『
出
三
蔵
記
集
』
巻
第
十
三
康
僧
会
伝
(
大
正
五
五
・
九
六
b
)
『
出
三
蔵
記
集
』
巻
第
八
支
敏
度
の
「
合
維
摩
詰
序
」
(
大
正
五
五
・
五
八
b
)
註
①
に
同
じ
註
①
に
同
じ
註
②
に
同
じ
『
安
般
守
意
経
序
』
(
大
正
十
五
・
一
六
三
b
～
c
)
註
①
に
同
じ
『
高
僧
伝
』
巻
第
一
康
僧
会
伝
(
大
正
五
〇
・
三
二
五
b
～
三
二
六
b
)
ア
ジ
ャ
セ
異
名
考
一
松
永
知
海
ア
ジ
ャ
セ
の
異
名
を
漢
字
訳
仏
典
の
な
か
で
整
理
し
て
み
る
と
つ
ぎ
の
三
種
に
分
け
ら
れ
る
。
①
阿
闍
世
②
善
見
③
婆
羅
留
支
①
の
漢
字
訳
は
梵
語
に
な
お
す
と
A
j�
ta
sa
tr
u
で
あ
り
、
パ
ー
リ
で
は
〉
」彎
霧
碧
ε
で
あ
り
最
も
多
く
の
文
献
に
で
て
く
rLa
名
前
N
あ
rCa°
A
j�
ta
s
a
tr
u
は
a
-j�
t
a
-s
a
tru
に
分
解
さ
れ
る
。
p
は
接
頭
辞
で
否
定
の
意
味
を
表
わ
す
。
」91
冨
は
4
種
動
詞
為
己
の
＼
冒
口
に
雷
が
つ
い
て
過
去
受
動
分
詞
と
な
り
"
生
ま
れ
る
"
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
珍
q
鐸
は
男
性
名
詞
で
あ
っ
て
、
"
怨
敵
・
仇
敵
"
の
意
味
を
表
わ
す
。
故
に
名
前
を
つ
け
た
本
来
の
意
図
は
"
敵
を
生
ま
な
い
"
と
い
う
意
味
で
、
敵
を
生
ま
な
い
ほ
ど
強
い
人
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
②
の
訳
を
梵
譜
に
な
お
す
と
S
u
d
a
r
sa
n
a
で
あ
る
。
こ
の
語
は
"
よ
い
"
と
い
う
意
味
を
持
つ
接
頭
辞
饕
と
、
中
性
名
詞
で
"
見
る
こ
と
μ
-v
,,
さ
れ
r@
d
a
r
s
a
n
a
と
に
分
解
さ
れ
る
。
そ
こ
で
"
よ
く
見
る
こ
と
"
と
い
う
意
味
か
ら
善
見
と
訳
さ
れ
る
。
こ
の
名
前
の
使
用
例
は
、
北
本
『
大
①
②
般
浬
槃
経
』
第
三
十
四
と
タ
ー
ラ
ナ
ー
タ
の
『印
度
仏
教
史
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
。
③
の
婆
羅
留
支
と
い
う
語
が
ど
の
よ
う
な
梵
語
の
訳
で
あ
る
か
は
、
不
明
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
漢
字
訳
に
お
い
て
婆
羅
留
支
と
訳
さ
れ
る
と
こ
ろ
を
原
典
に
あ
た
る
と
A
j�
ta
sa
ttu
で
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
こ
の
訳
は
で
き
な
い
。
と
こ
ろ
で
こ
の
訳
は
北
本
『
大
般
浬
槃
経
』
第
三
十
四
に
善
見
太
子
復
作
是
言
。
国
人
云
何
罵
辱
於
我
。
提
婆
達
言
。
国
人
罵
汝
為
未
生
怨
。
善
見
復
言
。
